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総務費
6億2,766万円
（17％）

議会費 6,595万円（2％）

　　民生費
8億5,620万円
　　（23％）

衛生費
2億7,082万円（7％）

労働費
1,514万円（0.4％）

商工費
1億9,503万円（5％）

消防費
2億1,053万円
      （6％）

        公債費
2億9,828万円
         （8％）

農林水産業費
2億6,184万円
（7％）

土木費
4億8,783万円
　　 （13％）

教育費
4億6,972万円
　　（12％）

町債として借りた
お金の返済など

予防接種・検診・ゴミ処理
などにかかるお金

道路や河川の
整備・維持に
かかるお金

人件費や戸籍業務
町デマンド交通などに
かかるお金

農業基盤整備や
農林漁業振興
などにかかるお金

商業・工業や
観光振興などに
かかるお金

高齢者・障がい者
福祉や保育園・
児童手当などに
かかるお金

給食や、小・中学校
スポーツ施設の
維持管理などに
かかるお金

予備費 500万円（0.1％）

町 税
4億255万円
（11％）

繰入金
３億634万円
（8％）

繰越金
3,000万円（1％）

諸収入
5,196万円（1％）

その他（依存財源）
9,565万円（2％）

地方譲与税 3,740万円（1％）

地方消費税交付金
1億2,670万円（3％）

 町債
  2億8,450万円
　　 （7％）

  国庫支出金    
4億421万円
　　（11％）

県支出金
 2億7,005万円
　    （7％）

地方交付税
16億4,800万円
　　 （42％）

自主財源
町が自ら徴収・調達
できるお金

8億9,749万円
（23.8％）

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

28億6,651万円
（76.2％）

その他（自主財源）
1億664万円（3％）

町民税、
固定資産税
その他の税など

令和７年度の決算で
繰り越されたお金

貸付金元利収入・雑入など

国・県からの
補助金など

国や銀行から
借りるお金

行政の格差を
なくすための
国が交付するお金

私たちの 未来をどう描く
～ 一般会計予算総額  37億 6,400万円 ～
　　　　　　　　　　　 　　　（前年度比 1.2％ 4,300万円増）

令和8年度
当初予算

一般会計

歳入
一般会計

歳出

特別会計
会計名 令和８年度 対前年度増減額 増減率

国 民 健 康 保 険 事 業 5億1,790万円 △1,380万円 △2.6%

介 護 保 険 事 業 6億2,890万円 △2,010万円 △3.1%

後 期 高 齢 者 医 療 9,140万円 1,640万円 21.9%

住 宅 用 地 造 成 事 業 130万円 △350万円 △72.9%

合　　　　計 12億3,950万円 △2,100万円 △1.7%

公営企業会計
会計名 令和８年度 対前年度増減額 増減率

簡 易 水 道 事 業 2億8,280万円 △1,750万円 △5.8%

下 水 道 事 業 4億5,990万円 △3,110万円 △6.3%

合　　　　計 7億4,270万円 △4,860万円 △6.1%

（▲は減額） （▲は減額）

※万円未満切り捨てのため、合計と一致しません。
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注目の事 業をピックアップ！令和8年度
当初予算

快適な施設利用が
　　  できるように

出雲崎の未来を占う挑戦 さらなる
「子育ての町」に向けて

防災情報を
　　デジタルでも！

　学校給食費補助

乳
幼
児
の
お
む
つ
等
給
付
券
の

対
象
年
齢
を
「
２
歳
未
満
」
か

ら
「
３
歳
未
満
」
ま
で
に
拡
充

す
る
。
金
額
は
月
５
千
円
。

地方創生の推進に向け、国の地域未来交付金を活用する。

550万円 880万円 330万円

770万円 880万円 1,820万円

対象事業

概 

要

概 

要

概 

要

概 
要

事業費
1,529.6
万円

事業費
4,807
万円

地方創生
推進費関連費
約5,230万円

事業費
198
万円

事業費
539.6
万円

 　地方創生という言葉が定着する中で、今、問われているのは「出雲崎町を将来にど
う残すか」であると感じています。人口減少や少子高齢化は避けて通れない現実ですが、
これを縮小ではなく、地域の価値を見つめ直す契機と捉えることが重要だと思います。
　令和８年度は地方創生の推進に向けて、議員の皆さまのご理解をいただき、前例
のない規模で予算を重点配分しました。
　今やらなければ、将来への影響は甚大となるとの強い危機意識のもと、施策を推
進してまいります。目指すは、人が集い、行き交う活力のあるまちを取り戻すこと、そ
して、人を呼び込むだけでなく、今、暮らしている方々が安心して住み続けられ、地
域に誇りを持てる町づくりです。そのために、今年度は地域資源の磨き上げと、多様
な主体が参画できる環境づくりを進めてまいります。
　地方創生は、町民の皆さまとともに進めていく取り組み
です。将来に誇りを持って残していける町を目指し、全力で
取り組んでまいりますので、町民各位のご指導とお力添え
を賜りますようよろしくお願いいたします。

町 の 補 助 が あ っ て も、
兄弟姉妹が多いとそれ
なりに金額が大きかっ
たので、負担ゼロにな
るのは嬉しい！給食の
質や量も落とさず、
これからも継続
してほしい。

戸
別
の
受
信
機
の
生
産
終
了

に
伴
い
、
防
災
情
報
等
の
一

斉
配
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
電
話
、
メ
ー
ル

と
連
動
し
、
ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
可
能
。
情
報
伝
達

の
迅
速
化
を
図
る
も
の
。

小
学
校
児
童
・
中
学
校
生
徒
の
保
護
者

へ
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

学
校
給
食
費
を
補
助
す
る
。
一
部
に

「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
を
活
用
す
る
。

猛
暑
対
策
と
し
て
寄
港
地
の
町
家
に
空
調
設
備
を
設

置
す
る
。
時
代
館
で
現
在
空
調
の
効
か
な
い
１
系
統

を
修
繕
す
る
。

出雲崎町長　仙海 直樹
小学生と中学生の
子を持つお母さん

防災システムイメージ図

寄港地の町家

時代館

【
地
域
未
来
交
付
金
】
と
は

　
地
方
の
「
強
い
経
済
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
域

特
性
を
最
大
限
生
か
し
、
地
域
独
自
の
取
り
組
み
の
計

画
か
ら
実
施
ま
で
後
押
し
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
交

付
金
。
補
助
率
は
二
分
の
一

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

※⑥は補助金の対象外

アクションプラン
策定事業

オールシーズン
にぎわいづくり・
関係人口創出事業

プロセス
エコノミー型
情報発信事業

妻入りの街並み
空き家調査・

利活用計画策定事業

地域商社等
法人ポテンシャル
調査事業

地域活性化
企業人の起用

助かりはするが、周りには
２歳でおむつを卒業してい
る子もいる。また、１カ月
当たり５千円の券の金額を
上回ることが多いため、
金額を上げて
欲しかった。

１歳と２歳の子を
持つお母さん
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令和８年度一般会計・特別会計は予算審査特別委員会
に付託され、審議の結果、全会一致で可決しました。
委員会での主な質疑内容を掲載します。

ここが
聞きたい!!

髙桑 佳子 委員長

予 算 審 査
特 別 委 員 会

３月定例会
小
林
玲
子
議
員
　

利
用
方
法
の
周

知
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う
に
行
な
っ
て

い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長

お
任
せ
版
と
ス

マ
ー
ト
版
ア
プ
リ
が
あ
る
。
チ
ラ

シ
を
毎
年
度
初
め
に
配
る
が
、
今

年
度
は
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
見
直
し
て

取
得
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
利

用
者
の
裾
野
を
広
げ
た
い
。

宮
下
議
員

長
年
の
懸
案
事
項
で

あ
る
が
、
持
ち
続
け
る
の
か
撤
去

す
る
か
何
ら
か
の
方
法
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町　
長

近
隣
沿
線
の
駅
を
視

察
し
た
が
、
ト
イ
レ
の
な
い
駅
は

な
か
っ
た
。
様
々
な
課
題
が
あ
っ

て
担
当
課
で
試
算
も
し
て
お
り
、

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と

考
え
て
い
る
。

　
宮
下
議
員

地
滑
り
地
帯
で
あ
る

が
大
丈
夫
か
。

石
川
議
員

今
後
こ
の
緊
急
避
難

場
所
を
整
備
す
る
構
想
は
な
い

か
。総

務
課
長

全
て
の
場
所
が
危
険

で
は
な
く
、
警
戒
区
域
を
ク
リ
ア

で
き
る
。
今
後
、
海
岸
地
域
の
高

台
避
難
で
は
、
雨
風
を
し
の
げ
な

い
箇
所
に
つ
い
て
、
解
消
す
る
よ

う
整
備
を
進
め
る
。

宮
下
議
員

高
齢
化
で
保
存
会
の

活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
今
後
を
ど
う
考
え
る
か
。

町　
長

町
内
保
存
会
３
団
体

の
状
況
は
承
知
し
て
い
る
が
、
町

の
文
化
財
と
し
て
無
く
す
る
わ
け

に
い
か
な
い
。
今
後
ど
う
守
っ
て

い
く
か
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

島
議
員

中
学
校
給
食
費
に
つ

い
て
、
町
独
自
の
施
策
で
あ
る
が

小
学
校
と
同
様
に
保
護
者
負
担
は

生
じ
な
い
も
の
か
。

教
育
課
長

保
護
者
負
担
は
生
じ

ず
、
令
和
９
年
度
以
降
に
つ
い
て

も
継
続
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

石
川
議
員

大
き
く
増
え
て
い
る

理
由
は
、
金
利
上
昇
に
よ
る
も
の

だ
け
か
。

会
計
管
理
者

ゼ
ロ
金
利
が
長
く
続

い
た
が
金
利
の
つ
く
時
代
に
な

り
、
８
年
度
は
金
利
収
入
が
見
込

め
る
。
ま
た
、
７
年
度
に
購
入
し

た
債
券
の
利
子
が
入
っ
て
く
る
こ

と
か
ら
大
き
く
伸
び
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

　
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

�

特
典
60万円

出
雲
崎
・
小
木
ノ
城
駅

�

ト
イ
レ
管
理
委
託
料
15.6万円

津
波
緊
急
避
難
場
所

�

（
尼
瀬
地
区
）

基
本
計
画
策
定
業
務

�

委
託
料
273.9万円

文
化
財
保
存
活
動

�

事
業
補
助
金
1,000万円

町
学
校
給
食
費

�

補
助
金
604.8万円

歳
入
に
つ
い
て

�

利
子
お
よ
び
配
当
金
45.2万円

石
川
議
員

他
に
も
学
校
施
設
長

寿
命
化
計
画
更
新
業
委
託
料
が
上

が
っ
て
い
る
ほ
か
、
令
和
７
年
度

３
月
補
正
で
中
学
校
体
育
館
空

調
・
断
熱
化
・
気
密
化
工
事
設
計

委
託
料
が
上
が
っ
て
い
る
。
体
育

館
そ
の
も
の
の
寿
命
を
考
え
て
、

委
託
料
の
無
駄
を
省
く
た
め
に
総

合
管
理
計
画
や
学
校
施
設
長
寿
命

化
計
画
と
一
体
的
に
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

町
全
体
の
公
共
施
設

の
総
合
管
理
計
画
の
基
本
と
な
る

も
の
で
、
策
定
か
ら
10
年
経
過
す

る
こ
と
か
ら
更
新
す
る
。
ま
た
、

中
学
校
体
育
館
に
つ
い
て
は
原
発

の
再
稼
働
に
伴
い
、
屋
内
退
避
施

設
と
す
る
た
め
万
一
に
備
え
て
緊

急
に
設
計
委
託
す
る
も
の
。

小
林
玲
子
議
員

現
段
階
で
ど
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
を
想
定
し
て
い
る

か
。
新
た
に
企
画
す
る
な
ら
ば
職

員
の
負
担
が
重
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。

総
務
課
長

地
方
創
生
で
毎
週
何

か
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
う
こ
と
で

関
係
人
口
の
創
出
が
期
待
で
き
る

と
の
助
言
が
あ
り
職
員
か
ら
も
100

以
上
の
提
案
が
あ
っ
た
。
そ
の
中

か
ら
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
追

加
で
実
施
し
た
い
。
職
員
全
員
が

関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
あ
る
程
度
の
負
担
は
や
む
を

得
な
い
と
考
え
る
。

石
川
議
員

募
集
人
員
５
名
の
根

拠
と
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
の

募
集
に
な
る
か
。
ま
た
、
全
員
協

議
会
で
説
明
の
あ
っ
た
受
け
入
れ

の
期
間
前
に
要
す
る
経
費
等
が
計

上
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
何
か
。

総
務
課
長

現
段
階
で
起
業
の
派

遣
型
２
名
副
業
型
３
名
を
見
込
ん

で
い
る
。
初
年
度
で
発
案
・
提
案

は
見
込
め
な
い
こ
と
、
年
度
始
め

か
ら
と
考
え
て
い
る
た
め
、
受
け

入
れ
前
経
費
は
計
上
し
て
い
な

い
。
大
津
俊
哉
さ
ん
の
紹
介
で
地

方
創
生
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
持
ち
の

方
か
ら
来
て
い
た
だ
く
事
で
考
え

て
い
る
。

宮
下
議
員

行
政
代
執
行
で
や
む

な
く
除
却
し
た
特
定
空
家
に
つ
い

て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
空
家
は

ま
す
ま
す
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

今
後
の
対
応
と
し
て
、
国
に
法
改

正
等
を
要
望
す
る
考
え
は
な
い

か
。町　

長

全
国
的
に
大
変
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
当
町
と
し
て

は
空
家
に
な
る
前
段
階
の
対
応
を

強
化
し
て
い
く
が
、
国
へ
の
要
望

は
町
村
会
等
で
ま
と
ま
っ
て
行
な

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
橋
議
員

防
犯
灯
が
ほ
と
ん
ど

で
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
な
い
。

有
効
な
手
立
て
と
考
え
る
の
で
検

討
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

公
共
施
設
に
設
置
は

あ
る
が
、
今
後
、
時
代
に
即
し
た

形
で
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
も
検
討

し
た
い
。

宮
下
議
員

令
和
７
年
度
の
利

用
率
で
半
分
は
利
用
さ
れ
て
い
な

い
。
良
い
制
度
な
の
で
利
用
し
な

い
理
由
を
探
っ
て
対
策
し
、
利
用

率
を
上
げ
る
べ
き
。

保
健
福
祉
課
長

利
用
数
は
増
え
て

い
る
が
単
価
が
減
る
傾
向
に
あ

る
。
必
要
な
方
が
必
要
な
分
を
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
て

い
る
。

公
共
施
設
等

　
総
合
管
理
計
画

�

更
新
業
務
委
託
料
499.4万円

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

�

に
ぎ
わ
い
づ
く
り

・
関
係
人
口
創
出
業
務
委
託
料

880万円

地
域
活
性
化
起
業
人

�

負
担
金
1,820万円

空
家
等
対
策
費

248.6万円

防
犯
対
策
費

599.3万円

町
高
齢
者

　
福
祉
タ
ク
シ
ー

�

バ
ス
利
用
料
助
成
600万円

予定地から天領の里を望む

獄門跡

小木ノ城駅トイレ

老人クラブで定期的に
清掃しているが、とて
も気軽に使える状態で
はない。簡易式のもの
を置くなど、検討して
欲しい。

とても良い事業だと
思い、利用している。
もっと広く知っても
らい、町 民の 健 康
増進に役立ってこ
そ意味がある。

ここは風が強くので、石
碑も傾いていて木製の柵
は朽ちて倒れそうになっ
ている。整備をして、伝
承していきたい大切な場
所だ。

ご近所の方

利用者の方

代官所跡の草刈を
されていた方

利用券1枚で「てまりん」にも使える
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議案26件を可決・承認 3月6日から13日（8日間）会 期３３月  定 例 会月  定 例 会
主なものから抜粋して掲載しています

出雲崎小学校
給食関係の方

ふるさと納税寄付金

令和7年度 一般会計補正予算

予算のポイント！

歳入歳出2,176万9千円を追加
総額 40億587万2千円

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の追加

町長
専決

物価高騰対応
重点支援地方創生

臨時交付金事業の実施

給食室エアコン設置工事

体育館空調設置・
断熱化・機密化工事

設計委託料

概 要

概 要

概 要

概 要

4,474万円

412万円3,000万円

1,243万円

自宅での避難は不安がある。町内に
このような避難施設が増えてほしい。

物 価 高 騰 対 策 と し て 実 施 す
る、重点支援地方交付金の活
用に伴うもの。

出雲崎小学校の給食室の既設
エアコンの能力不足を解消し
室内環境の改善を図るもの。

３月末で申込件数1,505件
5,058万円の寄付額、様々な
事業に活用された。

原発事故等があった時に出雲崎
中学校の体育館を屋内退避施設
とするため空調設備・断熱化・
気密化工事の設計を委託するも
の。国の補助金と町の一般財源
等を充当する。

町防災士会
の方

高
桑
議
員

 

電
気
設
備
関
係
が
複
雑
で

電
気
の
容
量
が
不
足
す
る
問
題
も
あ
る

が
解
消
は
さ
れ
る
の
か
。

教
育
課
長

 

給
食
室
に
エ
ア
コ
ン
、
食

品
庫
内
に
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
１
台
設

置
す
る
。
電
気
設
備
に
つ
い
て
は
不
具

合
が
生
じ
な
い
よ
う
に
検
討
す
る
。

中
野
議
員

 

令
和
８
年
度
は
ど
の
よ
う

な
取
組
を
検
討
し
て
い
る
か
。

町　
長

 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
一
丁
目
一
番
地
で
取
組
ん
で
い
る

が
、
今
年
度
は
目
標
達
成
が
で
き
な

か
っ
た
。
令
和
８
年
度
は
、
出
雲
崎
の

ブ
ラ
ン
ド
米
を
引
続
き
選
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
、
ふ
る
さ
と
一
品
開
発

の
補
助
金
を
活
用
し
新
た
な
返
礼
品
の

開
発
に
向
け
て
事
業
者
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
。ま
た
、中
間
業
者
に
入
っ

て
も
ら
い
寄
付
の
増
額
を
目
指
し
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
力
を
入
れ
た

い
。 小

学
校
給
食
室

�

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
412万円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

▲3,000万円

中
野
議
員

 

除
雪
関
係
に
使
用
さ
れ
た

も
の
か
。

総
務
課
長

 

総
務
課
に
除
雪
車
を
１
台

所
有
し
て
お
り
関
連
の
費
用
に
な
る
。

中
野
議
員

 

除
雪
関
係
に
使
用
さ
れ
た

も
の
か
。

建
設
課
長

 

建
設
課
で
所
有
し
て
い
る

除
雪
車
の
修
繕
費
に
な
る
。

　

今
後
は
年
数
経
過
を
見
な
が
ら
更
新

し
て
い
く
。

高
桑
議
員

 

減
額
と
な
っ
た
理
由
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

教
育
課
長

 

保
護
者
の
送
迎
や
通
信
課

程
高
等
学
校
へ
通
学
な
ど
利
用
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
。

石
川
議
員

 

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
理

由
で
減
額
と
な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
当

初
、
２
名
を
募
集
し
た
が
１
名
の
採
用

と
な
っ
た
。
地
方
創
生
事
業
で
地
域
活

性
化
企
業
人
の
制
度
を
検
討
し
た
の
で

１
名
分
を
減
額
と
し
た
。

保
健
福
祉
課
長

 

保
健
師
が
１
名
退
職

と
な
り
減
額
と
し
た
。

石
川
議
員

 

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
理

由
で
減
額
に
な
っ
た
の
か
。

建
設
課
長

 

町
道
の
維
持
修
繕
工
事
は

10
本
、
改
良
舗
装
工
事
は
３
本
実
施
し

た
が
、年
度
末
の
調
整
で
減
額
と
な
る
。

島
議
員

 

川
西
児
童
遊
園
に
ソ
ー

ラ
ー
時
計
の
設
置
時
期
は
い
つ
頃
に
な

る
か
。
ま
た
、
設
置
場
所
は
ど
の
あ
た

り
に
な
る
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

太
陽
光
型
の
電
波
時

計
を
利
用
の
増
え
る
４
月
頃
に
設
置
し

た
い
。
ト
イ
レ
壁
面
に
設
置
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

財
産
管
理
費

�

車
両
修
繕
料
追
加
102万円

道
路
維
持
費

�

車
両
修
繕
料
追
加
300万円

町
高
校
生
通
学
助
費

�

助
成
金
▲40万円

地
域
お
こ
し
協
力
隊

�

活
動
費
▲493万円

保
健
師
設
置
費

▲356万円

町
道
維
持
修
繕
工
事

▲960万円

道
路
新
設
改
良

�

舗
装
工
事
▲510万円

放
課
後
児
童

�

健
全
育
成
事
業
費
19万円

補
正
予
算
質
疑

主
な
も
の
の
う
ち
か
ら

�

抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

夏 場 の 作 業 は 大 変
だった。エアコンが
設置され、良い調理
環境の中で子供たち
のために給食が作れ
ることがうれしい
です。

追加

減

追加

減

追加

減

追加

減

公設学習孰事業

コウノトリ祝金

出雲崎地域の祭り支援補助金

社会福祉協議会補助金

福 祉

歴史
文化

子育て

教 育
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３３月 定 例 会月 定 例 会

高知県の
津波避難タワー
（視察時の写真）背後が断崖絶壁の海岸地域

段ボールベッド組立訓練

津波緊急避難場所
（尼瀬地区）

新潟県知事に意見書を提出‼議会最前線

主旨概要

要望事項

出雲崎町議会は、「柏崎刈羽原子力発電所に係る実効性ある避難体制構築とそれに伴
う財政負担軽減を強く求める意見書」を県知事宛てに提出しました。

柏崎刈羽原発の再稼働にあたり、地元住民が苦渋の決断で協力してきた歴史を重んじ
つつ、現状の避難体制や市町村の財政負担に強い懸念を示しています。原発防災は国
策である以上、自治体の負担はゼロであるべきであり、実効性のある避難体制の構築
と手厚い財政支援を国に強く求めます。 ※�請願・陳情については、内容の「修正」をすることが出来ず、その採択にあたっては内容のすべてにおいて「実

現の可能性があるか」、さらに、「町村の権限、議会の権限事項であるか」が規準となる。内容に踏み込ん
での意見もあったが、ごく近い将来、実現の可能性が難しいものとして不採択になった。

①避難の準備を
助けて！

①避難の準備を
助けて！

②逃げ道を早く
作って！

②逃げ道を早く
作って！

③避難場所を認
めて！

③避難場所を認
めて！

④④停電しても動く
エアコンを！停電しても動くエ
アコンを！

⑥町の負担は「
０円」に！

⑥町の負担は「
０円」に！

⑤⑤崖の近くでも逃
げやすく！崖の近くでも逃げ
やすく！

町全域はUPZだが、地形や風向きを考
慮すると、PAZ（即時避難区域）に近い
ため、避難所や道路整備、人口減少対策
を含む地域貢献策への負担軽減を !

海岸から高い所へ逃げる
ための『国道 352号（石
井町工区）』の工事完了
を早急に !

尼瀬地区に作る予定
の新しい津波緊急避
難場所を、国の支援
対象として認めて！

複合災害の時、停電して
も使える空調ＬＰガス発
電機や大型蓄電池の設置
費用を補助対象に！

原発への防災対策
は原則、国でおい
てなされるべきで
ある！

背後が断崖絶壁である海
岸地域に、避難タワーや
集会所などの施設整備に
かかる費用について補助
率のかさ上げを！

大
おお

谷
たに

浩
ひろ

栄
えい

氏

固定資産評価審査委員会委員の選任について
（任期は令和８年10月３日まで）

（稲川）

人 案事 件

可決された条例制定

可決された条例の一部改正（主なもの）

議案第10号

議案第14号

議案第16号

議案第13号

出雲崎町過疎地域持続的発展計画の策定について

出雲崎町子育て支援に関する条例の一部改正

越後出雲崎天領の里設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例制定について

出雲崎町特定乳児等通園事業の運営に関する基準を
定める条例制定について

請願
第1号

陳情
第1号

風力発電施設建設に関する厳格な制限および撤去費用積立
等を求める請願

不採択
賛成 2人
反対 8人

不採択
賛成 0人
反対10人

出雲崎町における風力発電事業の推進に関する陳情願

計画を策定することで、総合的な過疎対策事業に充当できる過疎対策事
業債の借り入れといった財政措置を受けることが可能になる。

子育て世代に対する支援を更に充実させるため「乳幼児おむつ等支給事業」
の拡充を図るもの。令和８年４月からは「満３歳に満たない者」に拡充する。

屋外のキッチンカー販売などの利用が増えているため、指定管理者によ
る主体的な管理により施設の魅力が向上するように改正するもの。

「特定乳児等通園支援事業」とは 親の就労要件を問わず、生後６ヶ月か
ら満３歳未満の未就園児が月 10 時間まで保育施設を利用できる制度 
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3月定例会の録画中継はこちらからご覧いただけます➡

質問者の一般質問は二次元バーコードより、YouTubeでご覧いただけます。

出雲崎町議会YouTube チャンネル

一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています

質問項目

詳細は13ページ

1.保育の今後について
2.海岸地区の空き家と
移住施策について

1 北谷三樹 議員
きた たに  みつ   き

質問項目

詳細は14ページ

1.町ペット防災の早急な整備と周
知について

2.（仮称）西山風力発電事業環境
影響評価準備書（以下準備書）
に対する出雲崎町長意見への
対応表（以下対応表）及び環境
影響評価書（以下評価書）提出
前説明会回答から町の認識を
問う

2

質問項目

詳細は15ページ

1.柏崎刈羽原子力発
電所の再稼働後の
出雲崎町について

3

質問項目

詳細は16ページ

1.除雪計画における積雪
10㎝目安の柔軟な対応
について
2.（仮称）町立学校整備維
持基金の新設について

4

質問項目

詳細は17ページ

1.柏崎刈羽原発6号機
稼働について

5

質問項目

詳細は18ページ

1.教職員の働き方改革
に伴う下校時間の繰り
上げと、放課後の児童
の安全確保について

6

質問項目

詳細は19ページ

1.地方創生推進事業
について

7

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

小林玲子 議員
こ  ばやしれい   こ

和田一幸 議員
わ    だ   かず ゆき

石川　豊 議員
いし かわ　　  ゆたか

中野勝正 議員
なか   の   かつ  まさ

島 明日香 議員
しま　 　あ　す　か

高橋速円 議員
たか はし  そく えん

Q&A町は保育に
どのように携わるのか

両園との連携を深めていく 町長

町
長

 

調
査
に
よ
り
今
後
の

事
業
展
開
等
の
計
画
を
策
定
す

る
。
ま
た
、「
地
域
活
性
化
起

業
人
」制
度
の
活
用
、リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
各
種
補
助
金
の
周
知
に

よ
り
、
景
観
の
整
備
に
努
め
た

い
。北

谷

 

観
光
に
加
え
、
移
住

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
で
空
き
家

の
数
を
減
ら
す
こ
と
が
期
待
で

き
る
。
ま
ず
町
を
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
に
「
お
試
し
移
住
」

の
住
居
と
し
て
、
空
き
家
を
活

用
で
き
な
い
か
。

町
長

 

町
有
物
件
を
工
夫
す

る
こ
と
で
対
応
可
能
な
も
の
が

あ
る
の
で
検
討
し
た
い
。

北
谷

 

町
有
物
件
以
外
で

も
、
個
人
や
法
人
が
所
有
の
空

き
家
を
整
備
し
て
も
ら
い
、
お

試
し
住
居
と
し
て
活
用
し
、
町

が
情
報
の
発
信
や
補
助
金
等
で

支
援
す
る
方
法
も
あ
る
か
と
思

う
の
で
、
合
わ
せ
て
検
討
を
求

め
た
い
。

北
谷

 

町
の
令
和
６
年
度
の

出
生
数
は
11
人
、
令
和
７
年
度

は
８
人
の
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

町
長

 

少
子
化
に
は
様
々
な

要
因
が
あ
る
が
、
本
町
で
は
特

に
子
育
て
支
援
の
充
実
や
若
い

世
代
の
住
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。

北
谷

 

こ
の
ま
ま
で
は
２
つ

の
私
立
園
の
経
営
は
難
し
い
。

も
し
も
の
時
は
、
公
立
で
保
育

園
等
を
運
営
す
る
覚
悟
は
お
あ

り
か
。

町
長

 

現
状
考
え
て
い
な

い
。
両
園
の
特
性
を
生
か
し
、

質
の
高
い
保
育
を
提
供
い
た
だ

い
て
い
る
。
適
切
な
運
営
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
を
続
け
て
い

く
。 少

子
化
と
町
の
保
育
環
境

北
谷

 

あ
ら
か
じ
め
の
準
備

を
求
め
た
い
。
保
育
環
境
が
不

安
定
と
な
る
と
、
子
ど
も
の
減

少
に
つ
な
が
り
町
の
存
続
に
関

わ
る
。
ま
た
、
幼
保
小
中
の
連

携
も
大
事
に
な
っ
て
く
る
が
、

町
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
の
か
。

教
育
長 

両
園
と
も
小
学
校
と

の
連
携
・
交
流
活
動
が
以
前
よ

り
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
一
方

で
、
教
育
委
員
会
が
両
園
に
入

り
込
ん
で
指
導
す
る
と
、
直
接

の
管
轄
で
は
な
い
の
で
難
し
い

部
分
が
あ
る
。
町
は
連
携
の
補

助
に
努
め
た
い
。

北
谷

 

小
中
学
校
の
在
り
方

が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
保
育

も
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。加
え
て
、町
が
今
よ
り
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
時
期

に
来
て
い
る
と
考
え
る
。

北
谷

 

町
ま
た
は
周
辺
自
治

体
と
協
力
し
て
実
施
で
き
な
い

か
。町

長

 

過
去
町
内
の
園
で
検

討
さ
れ
た
が
、
様
々
な
事
情
で

実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
令
和
９
年
度
よ
り
広
域
連
携

を
始
め
る
見
込
み
で
、
本
町
の

子
で
あ
っ
て
も
他
市
町
村
に
預

け
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

北
谷

 

令
和
８
年
度
よ
り
、

妻
入
り
の
街
並
み
の
空
き
家
を

活
用
で
き
る
か
調
査
を
行
う
予

算
が
組
ま
れ
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
空
き
家
は
時
間
が
経
つ
ほ

ど
価
値
が
下
が
る
。
個
人
の
家

に
町
が
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

い
の
は
重
々
承
知
だ
が
、
最
後
の

段
階
で
何
か
手
を
打
て
な
い
か
。

療
養
保
育
の
実
施
は

北谷 三樹 議員（文責）

妻入りの街並み

出雲崎こども園

小木之城保育園

「妻入りの街並み」
は守っていくべきか

後世に残して
いくべきもの

 町長
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注
目
の
事
業

注
目
の
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

議
会
最
前
線

議
会
最
前
線

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

視
察
報
告

視
察
報
告

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

一

般

質

問

一

般

質

問

令
和
８
年
度
予
算

令
和
８
年
度
予
算



こ
と
で
軋
轢
を
防
止
す
る
。
避

難
所
側
と
飼
い
主
側
の
双
方
が

備
え
を
万
全
に
す
る
取
り
組
み

を
優
先
す
る
。
防
災
手
帳
も
記

帳
す
る
よ
う
啓
蒙
す
る
。

和
田

 

町
長
意
見
で
「
風

車
を
家
か
ら
離
す
」
等
を
求

め
た
が
、
事
業
者
は
最
大
出

力
を
６
９
０
０
０
Ｋ
Ｗ
か
ら 

６
８
７
５
０
Ｋ
Ｗ
に
わ
ず
か 

０
・
０
０
３
％
削
減
し
た
だ
け

で
、
風
車
は
大
型
化
し
た
。
こ

れ
は
町
長
意
見
に
反
し
て
い
な

い
か
。

町
長

 

町
に
は
許
認
可
権
限

が
な
い
た
め
、
県
知
事
に
意
見

小
林

 

議
会
で
関
川
村
を
訪

問
し
避
難
場
所
を
視
察
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
万
が
一
の
際
に

何
日
も
避
難
生
活
を
送
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
く
、
避
難
者
自

身
の
備
え
や
地
域
で
の
助
け
合

い
が
重
要
だ
と
感
じ
た
。
当
町

で
も
防
災
意
識
の
向
上
や
自
主

防
災
力
の
強
化
の
た
め
、
町
の

防
災
士
会
の
方
か
ら
防
災
講
習

な
ど
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

町
長

 

今
は
検
討
し
て
い
な

い
が
、
訓
練
の
際
に
は
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q&A町独自のペット防災は？
町独自のガイドライン
作成しないが周知していく

 町長

か
。
ま
た
町
と
し
て
具
体
的
な

対
策
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
で
町

民
の
安
全
・
健
康
を
守
れ
る
の

か
。町

長

 

事
業
者
は
風
車
稼
働

後
に
体
調
不
良
を
訴
え
る
方
が

い
て
も
、
騒
音
値
が
指
針
値
を

下
回
る
場
合
に
は
因
果
関
係
を

調
査
す
る
と
協
定
書
で
約
束
す

る
。
町
長
意
見
に
対
す
る
回
答

で
は
、
客
観
的
認
定
は
国
の
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
と
必
ず
し

も
関
連
し
な
い
と
解
釈
し
て
い

る
。
町
は
協
定
書
の
案
を
検
討

中
で
あ
り
、
仮
に
町
民
に
影
響

が
あ
っ
た
場
合
は
必
要
な
調
査

が
行
わ
れ
る
よ
う
事
業
者
に
強

く
求
め
て
い
く
。
権
限
が
限
ら

れ
る
た
め
町
は
協
定
書
で
対
応

す
る
し
か
な
い
。

和
田

 

こ
れ
ら
全
て
建
て
て

か
ら
で
は
取
り
返
し
が
つ
か
な

い
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
町
が

透
明
性
の
あ
る
情
報
公
開
を
求

め
、
明
確
な
基
準
を
示
す
こ
と

が
行
政
の
責
任
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
事
業
者
、
行
政
、
町
民

が
平
行
線
の
ま
ま
で
は
互
い
に

不
利
益
と
な
る
事
業
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

る
。
最
終
的
に
出
雲
崎
町
に
取

り
返
し
の
な
い
負
の
遺
産
を
残

さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

和
田

 

能
登
地
震
を
通
じ

て
、
飼
い
主
が
ペ
ッ
ト
を
理
由

に
避
難
所
に
行
け
ず
車
中
避
難

に
よ
る
二
次
被
害
が
発
生
。
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
存
在
す
る

が
、
飼
育
し
て
い
な
い
方
の
理

解
不
足
や
避
難
訓
練
が
不
十

分
。
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
予
定
と
今
後
の
改
善
方

針
を
問
う
。

町
長

 

町
は
従
来
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
を
ペ
ッ
ト
避
難
先

と
想
定
し
て
い
た
が
十
分
に
周

知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
町
独

自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
策
定
せ

ず
、
県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考

に
訓
練
を
繰
り
返
し
て
改
善
策

を
検
討
す
る
。
広
報
や
訓
練
を

通
じ
て
周
知
啓
発
を
行
い
、
飼

い
主
と
非
飼
い
主
の
双
方
が
防

災
に
備
え
る
よ
う
に
し
て
い

く
。和

田

 

今
後
飼
い
主
と
非
飼

い
主
の
両
者
へ
ど
の
よ
う
に
周

知
を
行
い
、
災
害
時
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
強
化
す
る
の

か
。
ま
た
ペ
ッ
ト
防
災
手
帳
を

飼
い
主
世
帯
全
戸
に
記
帳
す
る

よ
う
呼
び
か
け
が
必
要
。

町
長

 

周
知
は
広
報
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
て

行
う
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
避
難
所

と
飼
わ
な
い
避
難
所
を
分
け
る

書
を
提
出
済
み
。
県
知
事
の
意

見
の
通
り
、
事
業
者
が
地
域
住

民
と
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
不
安
や
懸
念

が
解
消
さ
れ
る
よ
う
求
め
て
い

く
。
事
業
者
が
使
用
し
て
い
る

３
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
開
示

を
求
め
再
度
検
討
し
た
い
。

和
田

 

事
業
終
了
後
の
原
状

回
復
で
「
更
地
に
戻
す
」
と
あ

る
が
、
事
業
者
が
巨
大
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
基
礎
を
撤
去
せ
ず
地

中
に
埋
め
る
可
能
性
を
示
唆
。

こ
れ
は
適
切
な
原
状
回
復
と
言

え
る
の
か
。
産
業
廃
棄
物
を
半

永
久
的
に
残
す
の
か
。
負
の
財

産
で
は
な
い
か
。

町
長

 

原
状
回
復
は
将
来
的

な
土
地
利
用
に
支
障
を
残
さ
な

い
状
態
を
指
す
。
地
中
に
残
置

さ
れ
る
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
慎
重
な
判
断
が
必
要
だ
が
、

掘
り
起
こ
し
時
の
地
盤
安
定
へ

の
影
響
も
考
慮
が
必
要
。
土
地

所
有
者
の
意
向
も
条
件
と
な

り
、慎
重
に
対
応
を
検
討
す
る
。

和
田

 

健
康
面
に
関
し
て
事

業
者
の
対
応
表
で
は
「
客
観
的

に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
調
査
」

と
回
答
し
て
い
る
が
、
国
の
基

準
値
以
下
で
事
業
者
が
問
題
な

い
と
判
断
し
た
ら
町
民
の
安
全

を
担
保
し
な
い
と
い
う
こ
と

和田 一幸 議員（文責）

Q&A
 町長

小林 玲子 議員（文責）

柏崎刈羽原子力発電所の
再稼働後の出雲崎町について

一定の経済効果があるものと
期待している

小
林

 

出
雲
崎
町
へ
の
経
済

効
果
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど

の
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。東
京
電
力
が
10
年
間
で
１
，

０
０
０
億
円
規
模
の
資
金
を
拠

出
す
る
と
い
う
報
道
も
あ
る
。

当
町
に
お
い
て
も
柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
に
関
連
す
る
交
付

金
が
交
付
さ
れ
、
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
に
活
用
さ
れ

て
き
た
と
考
え
て
い
る
が
、
今

後
の
稼
働
状
況
な
ど
に
よ
り
、

交
付
金
の
額
や
制
度
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

町
長

 

新
潟
県
は
６
号
機
・

７
号
機
が
再
稼
働
し
た
場
合
、

10
年
間
で
約
４
，３
９
６
億
円

の
経
済
波
及
効
果
が
県
内
に
も

た
ら
さ
れ
る
と
試
算
し
て
い

る
。
本
町
へ
の
経
済
効
果
に
つ

い
て
試
算
し
た
も
の
は
な
い

が
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。
各
自
治
体

が
、
原
発
が
稼
働
し
た
際
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
な
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

再
稼
働
後
の
当
町
に
は

ど
の
く
ら
い
の
経
済
効
果
を

�

見
込
ん
で
い
る
の
か

小
林

 

避
難
時
に
は
、
道
路

の
除
雪
や
交
通
確
保
が
大
き
な

課
題
に
な
る
と
考
え
る
が
、
事

故
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難

ル
ー
ト
の
確
保
や
除
雪
体
制
な

ど
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
検

討
や
対
策
が
さ
れ
て
い
る
の
が

伺
う
。

町
長

 

柏
崎
地
域
の
緊
急
対

応
と
し
て
は
、
国
道
、
高
速
道

路
の
同
時
通
行
止
め
に
よ
る
集

中
除
雪
等
の
豪
雪
対
策
に
よ

り
、
冬
期
道
路
の
交
通
確
保
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

原
子
力
災
害
時
に
は
、
人
命
を

さ
ら
す
自
然
災
害
リ
ス
ク
が
な

く
な
っ
た
時
点
で
、
必
要
に
応

じ
て
自
衛
隊
や
警
察
機
関
な
ど

に
よ
る
除
雪
や
誘
導
等
の
避
難

支
援
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。小

林

 

町
内
の
建
設
業
者
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
冬
期

の
交
通
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
町

内
業
者
も
含
め
た
除
雪
体
制
の

冬
期
に
原
子
力
災
害
が

　
発
生
し
た
場
合
の

�

避
難
対
策
に
つ
い
て

確
保
や
作
業
計
画
の
共
有
、
道

路
状
況
の
確
認
、
そ
れ
に
伴
う

訓
練
な
ど
、
町
独
自
の
計
画
を

検
討
し
て
い
る
か
。

町
長

 

放
射
線
が
放
出
さ
れ

て
い
る
中
で
の
除
雪
作
業
は
一

般
の
建
設
業
者
の
皆
さ
ん
に
は

依
頼
で
き
な
い
と
考
え
る
。
ま

ず
は
、
一
時
屋
内
避
難
に
な
る

の
で
、
国
の
機
関
に
支
援
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
だ
と

思
う
。

小
林

 

昨
年
、
大
規
模
な
総

合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

原
子
力
災
害
へ
の
備
え
と
し
て

は
継
続
的
な
訓
練
が
重
要
と
考

え
る
が
、
今
後
も
実
施
す
る
予

定
が
あ
る
か
伺
う
。

町
長

 

令
和
８
年
度
の
本
町

の
防
災
訓
練
は
、
土
砂
災
害
を

想
定
し
た
町
総
合
防
災
訓
練
、

津
波
住
民
避
難
訓
練
、
原
子
力

災
害
を
想
定
し
た
原
子
力
防
災

訓
練
、
本
部
運
営
訓
練
を
計
画

し
て
い
る
。

令
和
８
年
度
の
防
災
訓
練

の
実
施
に
つ
い
て

令和7年実施の総合防災訓練の様子

西山風力発電事業について、
町民の安全と健康を本当に
守れるのか？

守る。
しかし町では限界がある

 町長
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Q&A柏崎刈羽原発 6号機稼働に
� ついて

関川村村長に
働きかけについては

 町長

も
ら
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
当
町
は
10
㎞
～

20
㎞
圏
内
に
全
域
が
入
る
地
域

特
性
を
踏
ま
え
、、
避
難
対
策

は
も
ち
ろ
ん
、
財
政
支
援
を
含

め
た
地
域
振
興
に
十
分
配
慮
す

る
よ
う
申
し
入
れ
て
い
き
ま

す
。

中
野

 

事
故
が
起
き
た
際
当

町
は
関
川
村
に
避
難
で
す
。
こ

の
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
新
潟

県
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画

に
よ
る
も
の
で
す
。
当
議
会
と

し
て
、
去
る
２
月
16
日
～
17
日

に
関
川
村
避
難
所
の
現
地
視
察

を
し
ま
し
た
。
国
道
116
号
を
経

由
し
、
当
役
場
か
ら
片
道
128
㎞

あ
り
、
長
い
距
離
長
い
時
間
か

か
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
６
号
機
が
稼
働
し
ま
し
た
。

両
町
村
と
っ
て
防
災
関
連
に
関

わ
る
避
難
体
制
構
築
す
る
中
で

財
政
負
担
か
か
り
避
難
体
制

は
、
財
政
支
援
、
財
政
負
担
が

欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
関

川
村
村
長
と
タ
ッ
グ
を
組
み
新

潟
県
に
働
き
か
け
は
で
き
な
い

か
。一

部
の
自
治
体
だ
け
で

新
潟
県
に
働
き
は
し
な
い
。

町
長

 

新
潟
県
で
は
原
子
力

災
害
広
域
避
難
計
画
は
、
平
成

関
川
村
へ
の
避
難
に
つ
い
て

31
年
3
月
に
作
成
さ
れ
た
。
昨

年
１
月
に
八
手
地
区
住
民
の
皆

様
か
ら
関
川
村
に
避
難
訓
練
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
部
の
自
治
体
だ
け
で
働
き

か
け
る
よ
り
も
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
や
Ｐ

Ａ
Ｚ
の
市
町
村
と
一
緒
に
な
っ

て
県
や
国
に
働
き
か
け
ま
す
。

中
野

 

政
府
は
原
発
活
用
に

か
じ
を
き
り
、
営
業
開
始
は
３

月
18
日
で
す
。

　

当
町
は
、
原
発
立
地
で
は
な

い
で
す
が
、
刈
羽
村
と
は
、
距

離
が
短
く
リ
ス
ク
が
あ
り
す
ぎ

る
と
感
じ
る
町
民
が
た
く
さ
ん

い
ら
れ
ま
す
。

中
野

 

国
や
東
京
電
力
、
県

に
働
き
か
け
、
原
発
特
措
法
の

交
付
金
の
増
額
を
求
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

営
業
が
始
ま
る

原
発
特
措
法
の
交
付
金
増
額

�

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

原
発
特
措
法
の

�

交
付
金
に
つ
い
て

町
長

 

原
子
力
発
電
施
設
等

立
地
地
域
特
措
法
は
、
新
潟
県

で
は
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
、
長

岡
市
、
上
越
市
、
出
雲
崎
町
で

す
が
、
当
町
は
こ
の
交
付
金
を

中野 勝正 議員（文責）

Q&A積雪10㎝基準の
� 柔軟な対応は可能か

基準は堅持しつつ、
柔軟且つ丁寧な除雪に努める

 町長

　

検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け

て
、
検
討
課
題
が
明
確
に
な
っ

た
段
階
で
新
設
す
る
か
否
か
、

改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

石
川

 

除
雪
目
安
の
積
雪
10

㎝
基
準
に
達
し
て
は
い
な
い

が
、
介
護
車
両
利
用
者
の
乗
降

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
た

め
、
除
雪
基
準
に
こ
だ
わ
ら
な

い
柔
軟
な
対
応
を
提
案
す
る

が
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

柔
軟
且
つ
丁
寧
な
除
雪
に

�
努
め
る

町
長

 

現
行
の
除
雪
出
動
基

準
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、
最
新

の
気
象
予
測
な
ど
を
十
分
活
用

し
て
、
出
動
時
間
の
前
倒
し
な

ど
、
柔
軟
な
、
丁
寧
な
除
雪
に

努
め
て
い
く
。

介
護
車
両
の

　
ス
ム
ー
ズ
な
運
行
は

�

可
能
か

石
川

 

町
立
小
中
学
校
の
築

50
年
前
後
経
過
し
て
い
る
こ
と

や
、
ま
た
、
児
童
生
徒
数
の
将

来
に
渡
る
減
少
を
見
据
え
た
場

合
、
大
規
模
修
繕
や
小
中
学
校

の
統
合
校
舎
建
設
な
ど
が
予
想

さ
れ
る
。

　

従
来
の
「
公
共
用
施
設
維
持

補
修
基
金
」と
は
別
に
、（
仮
称
）

町
立
学
校
整
備
維
持
基
金
を
新

設
す
る
こ
と
で
、
こ
の
先
の
予

想
さ
れ
る
事
態
に
対
応
し
て
は

ど
う
か
。

町
立
学
校
の
在
り
方
検
討

委
員
会
の
答
申
を
受
け
て

判
断
す
る

町
長

 

８
年
度
当
初
予
算
に

「
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
更

新
業
務
委
託
料
」
を
計
上
し
て

お
り
、
更
に
「
町
立
学
校
の
在

り
方
検
討
委
員
会
」
も
ス
タ
ー

ト
し
て
、
町
立
学
校
の
新
た
な

あ
り
方
の
方
向
性
が
議
論
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

町
立
学
校
の
大
規
模
修
繕
を

�

新
設
基
金
で
推
進
を

石川　豊 議員（文責）

築約48年の小学校校舎 築約52年の中学校校舎

関川村村民会館会議室にて高野防災専門官よりレクチャーを受ける

（仮称）町立学校整備維持基金の新設を提案するが

「町立学校の在り方検討委員会」の答申を受けて、
改めて検討する

 町長
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Q&A Q&A早まる下校、
児童の居場所は？

安全・安心に過ごせる環境を確保 町長

助
員
８
名
で
対
応
す
る
予
定
で

あ
る
。

島

 

交
通
安
全
や
防
犯
の

観
点
か
ら
児
童
の
安
全
を
見

守
っ
て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
連
携
は
。
町
中
に
防
犯
カ

メ
ラ
も
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

不
安
の
声
も
。

町
長

 

地
域
で
学
校
を
支
援

す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
学
校
、

保
護
者
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
や
防
犯

ブ
ザ
ー
等
を
支
給
し
、
環
境
整

備
に
も
努
め
て
い
る
。
今
後
も

町
内
の
様
々
な
団
体
と
連
携
し

協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

教
育
長 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

窓
口
は
学
校
の
た
め
、
課
題
や

保
護
者
の
心
配
事
を
聞
き
な
が

ら
新
年
度
の
体
制
を
考
え
る
よ

う
引
き
続
き
指
導
し
て
い
く
。

早
ま
る
下
校
時
間
に

�

不
安
要
素

高
橋

 

最
大
限
の
効
果
を
あ

げ
る
に
は
ど
う
す
る
か
。

　

担
い
手
を
ど
う
す
る
か
。
ど

の
よ
う
な
形
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

地
域
横
断
的
に

�

人
財
を
掘
り
起
こ
す

町
長

 

一
足
飛
び
に
自
主
組

織
は
考
え
て
い
な
い
。
横
断
的

に
担
い
手
を
掘
り
起
こ
し
た

い
。

　

い
ま
ま
で
出
雲
崎
で
こ
の
よ

う
に
大
き
な
ソ
フ
ト
事
業
は
な

か
っ
た
。
不
退
転
の
決
意
で
臨

み
た
い
。

担
い
手
、

  
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

�

急
ぐ
必
要
あ
る
！

島

 

働
き
方
を
変
え
ら
れ

な
い
方
や
、
仕
事
を
辞
め
る
か

ど
う
か
も
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
保
護
者
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
早
め
の
丁
寧
な
説
明
が
必

要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

下
校
時
間
は

�

20
分
の
繰
り
上
げ

教
育
長 
２
月
に
入
り
全
て
の

保
護
者
へ
の
周
知
を
図
っ
た
。

も
う
少
し
早
く
お
知
ら
せ
で
き

れ
ば
、
保
護
者
も
新
年
度
の
見

通
し
を
立
て
や
す
か
っ
た
と
思

う
。
児
童
ク
ラ
ブ
や
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
終
了
時
間
に
変
更

は
な
く
、
お
迎
え
の
時
間
は
午

後
６
時
、
延
長
の
場
合
は
午
後

７
時
と
し
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
迎
え
の
時
間
も
午
後
６
時

ま
で
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
時

間
を
確
保
し
て
い
る
。

島

 

遊
べ
る
場
所
も
近
く

に
な
い
、
遊
ぶ
場
所
へ
行
く
手

保
護
者
へ
の
周
知
が
遅
い

全
て
の
児
童
に

�

放
課
後
の
安
全
を

高
橋

 

４
月
か
ら
の
新
年
度

を
入
れ
て
３
年
で
５
事
業
に

５
億
円
。
突
貫
工
事
を
町
は
行

う
こ
と
に
な
る
。
限
ら
れ
た
職

員
で
で
き
る
の
か
心
配
だ
？

　

そ
の
姿
勢
も
問
わ
れ
る
が
い

か
が
か
。

次
の
１
０
０
年
事
業
と
し
て

�

取
組
む

町
長

 

負
担
を
か
け
る
が
町

民
目
線
で
戦
略
を
策
定
し
て
い

く
。
新
年
度
は
地
方
創
生
推
進

事
業
の
基
盤
構
築
と
位
置
づ
け

て
い
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
す
る
。
町
民
の
意
識
調

査
、
関
係
団
体
等
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
も
行
う
。

地
方
創
生

職
員
の
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク

�

ホ
ン
ト
に
心
配
だ

段
も
な
い
な
か
、
町
や
学
校
は

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
推

奨
し
、
ゲ
ー
ム
も
や
り
過
ぎ
は

良
く
な
い
と
し
て
い
る
一
方

で
、
児
童
が
家
に
い
る
時
間
は

さ
ら
に
長
く
な
る
。
こ
の
状
況

を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
環
境
の
在
り
方
を
検
討

教
育
長 

こ
ど
も
達
が
、
自
分

た
ち
の
時
間
を
自
分
な
り
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
無

い
。
大
人
が
見
守
る
中
で
、
こ

ど
も
た
ち
が
気
軽
に
集
い
、
自

分
た
ち
で
遊
べ
る
よ
う
な
環
境

を
町
で
ど
ん
な
ふ
う
に
作
っ
て

い
く
か
が
、
大
事
な
課
題
で
あ

る
。
そ
れ
ら
を
含
め
た
こ
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
の
在
り
方

を
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

島
 

放
課
後
子
ど
も
教
室

の
拡
充
や
、
地
域
の
改
善
セ
ン

タ
ー
等
を
居
場
所
の
一
つ
に
で

き
な
い
か
。

教
育
長 

現
体
制
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
も
苦
慮
し
て
い
て
、

支
援
員
と
し
て
町
職
員
が
つ
く

こ
と
も
あ
り
、
人
材
確
保
が
難

し
い
状
況
で
あ
る
。
改
善
セ
ン

タ
ー
等
の
活
用
は
、
課
題
が
多

い
た
め
引
き
続
き
小
学
校
の
空

高
橋

 

一
番
の
懸
念
は
そ
の

進
め
方
だ
。
事
業
別
の
成
果
を

ど
う
い
う
基
準
で
精
査
す
る

か
。
ま
た
一
つ
に
絞
っ
て
い
く

の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
、
い

ろ
い
ろ
あ
る
。

仕
様
書
で
コ
ン
ペ
を
検
討

町
長

 

こ
れ
か
ら
に
な
る
が

仕
様
書
を
作
成
し
、
コ
ン
ペ
を

行
う
形
で
検
討
し
て
い
る
。

ど
う
い
う
形
で
や
る
の
か

き
教
室
や
中
央
公
民
館
を
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
教
室

に
利
用
す
る
。

島

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
開
所
時
間
を
早
め
る
こ
と

で
、
支
援
員
や
補
助
員
不
足
に

拍
車
が
か
か
っ
て
い
な
い
か
。

利
用
定
員
拡
大
や
支
援
員
等
増

員
の
考
え
は
あ
る
か
。

今
の
体
制
を
維
持

教
育
課
長

 

近
年
、
利
用
人
数

が
定
員
数
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
低
学
年
中
心
の
利
用
に

な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
高
学
年
の

利
用
を
制
限
し
て
い
る
。
利
用

ニ
ー
ズ
は
令
和
７
、８
年
度
が

ピ
ー
ク
で
今
後
は
減
少
に
転
じ

る
た
め
、
定
員
を
拡
大
す
る
計

画
は
な
い
。
今
年
度
は
、
放
課

後
児
童
支
援
専
門
員
１
名
と
補

現
場
の
持
続
可
能
性

島 明日香 議員（文責）

5事業、総額5億円！
３年で根付かせられるか!?

地方創生事業

町の100年事業だ
仕様書作成し、コンペ検討する

 町長
高橋 速円 議員（文責）

下校する児童

放課後子ども教室〜柔道〜

担い手の確保、どうする？

町民、関係者の協働で
　　　　　　地域横断的に取組む！

 町長

19 18い ず も ざ き  議 会 だ よ り い ず も ざ き  議 会 だ よ り令 和 ８ 年 4 月第 1 3 1 号 令 和 ８ 年 4 月第 1 3 1 号

注
目
の
事
業

注
目
の
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

議
会
最
前
線

議
会
最
前
線

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

視
察
報
告

視
察
報
告

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

一

般

質

問

一

般

質

問

令
和
８
年
度
予
算

令
和
８
年
度
予
算



　
　
　
　
　

地
域
商
社
等
法
人
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
業
務
委
託
料

８
８
０
万
と
は
商
社
は
１
か
ら
立
ち

上
げ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

町
内
、
町
外
問
わ
ず
企

業
の
申
し
出
を
受
け
付
け
る
、
０
ス

タ
ー
ト
。

　
　
　
　
　

町
内
で
立
ち
上
げ
、
町

内
の
人
が
働
く
方
向
で
進
め
て
ほ
し

い
。

　
　
　
　
　
　

    

夕
凪
の
橋
改
修

設
計
委
託
料
１
、０
９
７
万
と
あ
る

が
、
橋
の
設
計
料
だ
け
で
１
千
万
円

な
ら
ば
、
工
事
費
は
１
億
円
を
超
え

る
が
町
の
財
政
的
に
高
過
ぎ
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

町
の
シ
ン
ボ
ル
な

の
で
安
全
性
と
耐
久
性
を
考
慮
し
計

上
し
た
。

　
　
　
　
　

全
職
員
が
参
加
し
、
課

を
超
え
た
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
本

部
長
は
町
長
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　

    

メ
ン
バ
ー
は
役

所
内
だ
け
か
。

　

ク
ロ
ー
ズ
ド
（
非
公
開
）
に
進
む

会
が
多
い
の
で
、
議
題
や
新
事
業
の

進
行
具
合
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
共
有
し
、
町
民

や
議
員
の
ア
イ
デ
ア
も
広
く
取
り
込

ん
で
欲
し
い
。

　
　
　
　
　

メ
ン
バ
ー
は
庁
舎
内
だ

け
で
あ
る
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
に

つ
い
て
は
、
発
信
力
が
で
き
て
い
な

い
。

　
　
　
　
　

３
月
９
日
に
20
ｍ
に
渡

り
土
砂
崩
れ
が
起
き
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
道
路
は
狭
い
所
で
３

ｍ
と
危
険
な
為
、
現

在
通
行
止
と
し
て
い

る
。

　

大
雪
と
融
雪
の

湧
水
に
よ
り
地
盤

が
緩
ん
だ
も
よ
う
、

５
千
万
円
を
超
え
る

補
修
費
用
が
計
上
さ

れ
開
通
は
秋
頃
の
見

込
み
。
迂
回
路
の
看

板
を
設
置
済
み
。

　
　
　
　
　

１
年
か
け
て
町
内
52
箇

所
の
集
落
に
町
長
自
ら
出
向
き
、
懇

談
会
を
開
催
す
る
。

　

町
民
の
皆
様
の
声
を
町
政
に
反
映

さ
せ
、
一
人
ひ
と
り
の
声
が
生
き

る
「
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
き
た
い
。
５
・
６
月
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　

尼
瀬
稲
荷
社
裏
の
臨
海

学
校
跡
地
に
、
日
常
的
に
地
域
住
民

と
観
光
客
が
利
用
で
き
る
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
な
防
災
拠
点
を
作
る
構
想

案
。

北
谷
議
員

総
務
課
長

北
谷
議
員

小
林
明
日
香
議
員

総
務
課
長

産
業
観
光
課
長

地
方
創
生
本
部
設
立

�

（
町
長
行
政
報
告
）

町　
長

小
林
明
日
香
議
員

町　
長

町
道
小
木
ノ
城
線
の

�

道
路
災
害

建
設
課
長

令
和
８
年
度

�

地
域
懇
談
会
の
開
催

総
務
課
長

津
波
緊
急
避
難
場
所

　
　
　（
尼
瀬
地
区
）

�

基
本
構
想
案

総
務
課
長

１
・
21	

１
月
全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
20

２
・
10	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
16	

２
月
全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
20

　
　
16
〜
17　
行
政
視
察
（
関
川
村
）

�

→
詳
細
は
ｐ
22

　
　
20	

町
村
議
会
議
長
会

	

第
77
回
定
期
総
会
（
新
潟
市
）

　
　
25	

議
会
運
営
委
員
会

３
・
６	

３
月
定
例
会
初
日

	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
131
号
）

　
　
９	

社
会
産
業
常
任
委
員
会

	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
10	

３
月
定
例
会
二
日
目

	

（
一
般
質
問
）

�

→
詳
細
は
ｐ
12
〜
19

　
　
11	

予
算
審
査
特
別
委
員
会

�

→
詳
細
は
ｐ
12
〜
19

　
　
13	

議
会
運
営
委
員
会

	

３
月
定
例
会
最
終
日

	

３
月
全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
20

　
　
21	

東
京
出
雲
崎
会
定
時
総
会

	

（
東
京
都
）

　
　
25	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
131
号
）

４
・
１	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
131
号
）

　
　
２	

議
長
会
議
（
新
潟
市
）

　
　
９	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
131
号
）

　
　
15	

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
う
ご
き

�

（
主
な
も
の
）

（
令
和
８
年
１
月
～
令
和
８
年
４
月
）

　
　
　
　
　
　
　

㈱
イ
ド
ム
に
令
和

８
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
指
定
管

理
者
と
し
て
選
定
し
た
。
委
託
料
は

年
間
６
０
０
万
円
。

　
　
　
　
　

事
業
採
算
は
取
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　

令
和
６
年
度
の
売
上
は

約
４
０
０
万
で
、
町
へ
の
納
付
額
は

10
万
を
切
る
。
公
益
性
を
重
視
し
、

独
立
採
算
は
最
初
か
ら
考
え
て
い
な

い
。

 　
　
　
　
　

妻
入
り
の
会
に
、
令
和

８
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
指
定
管

理
者
と
し
て
選
定
し
た
。
営
業
時
間

を
10
時
〜
16
時
へ
と
今
ま
で
よ
り
２

時
間
短
縮
す
る
。

　
　
　
　
　
　

 

使
用
時
間
は
９
時

〜
22
時
と
あ
る
が
、
営
業
時
間
外
に

利
用
し
た
い
時
は
ど
う
す
る
の
か
。

ま
た
、
土
日
や
夜
の
イ
ベ
ン
ト
延
長

を
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　

事
前
の
申
請
で
管
理
人

が
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　

町
民
及
び
町
内
事
業
者

へ
の
支
援
の
た
め
に
次
の
事
業
に
活

用
す
る
。

①
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
利
用
事
業

②
水
道
基
本
料
金
減
免
事
業

③�

一
人
親
家
庭
等
応
援
支
援
金
支
給

事
業

④
灯
油
購
入
費
等
助
成
事
業

　

そ
の
他
に
つ
い
て
は
事
業
内
容
が

ま
と
ま
り
次
第
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　

一
部
の
町
民
の
間
で
、

商
品
券
が
販
売
さ
れ
て
も
使
用
す
る

場
所
が
限
定
的
で
使
い
道
に
困
る
と

い
う
意
見
も
あ
る
。
今
後
は
町
民

ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
中
で
多
く
の
町
民

に
恩
恵
が
行
き
わ
た
る
よ
う
な
制
度

計
画
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　

 

商
品
券
を
販
売
で

は
な
く
配
布
と
い
う
形
を
と
る
市
町

村
も
あ
る
が
、
第
２
弾
の
物
価
高
騰

対
応
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
商
品
券
を
配
布
す
る
形
で
の
支

援
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

町
民
の
生
活
支
援

だ
け
で
は
な
く
、
物
価
高
騰
に
よ
り

停
滞
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も

重
点
を
お
い
た
施
策
に
な
る
。
商
品

券
の
配
布
は
今
後
の
情
勢
に
よ
り
更

な
る
支
援
が
必
要
な
時
に
検
討
す

る
。

　
　
　
　
　

令
和
８
年
か
ら
の
２
年　

間
、
総
事
業
費
４
億
７
、１
０
０
万

円
と
し
、
５
つ
の
ソ
フ
ト
事
業
と
２

つ
の
拠
点
整
備
事
業
を
行
う
。

　
　
　
　
　

妻
入
り
の
町
並
み
空
家

活
用
調
査
７
７
０
万
円
と
あ
る
が
、

空
家
調
査
は
以
前
に
も
し
て
い
た
が

何
が
違
う
の
か
。

　
　
　
　
　

令
和
６
年
に
空
家
か
ど

う
か
の
調
査
は
し
た
が
、
所
有
者
や

家
の
状
態
ま
で
は
し
て
い
な
い
。
区

間
を
絞
っ
た
中
で
調
査
す
る
。

町
公
の
施
設
指
定
管
理
者

�

の
選
定
に
つ
い
て

休
憩
所
心
月
輪

総
務
課
長

産
業
観
光
課
長

宮
下
議
員

副
町
長

妻
入
り
会
館

教
育
課
長

小
林
玲
子
議
員

教
育
課
長

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
活
用

総
務
課
長

宮
下
議
員

第
８
弾

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売

小
林
玲
子
議
員

総
務
課
長

産
業
観
光
課
長

地
方
創
生
推
進
事
業

総
務
課
長

石
川
議
員

総
務
課
長

全
員
協
議
会  

１
〜
３
月
開
催
分

全
員
協
議
会
は
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
、
協
議
ま
た
は
調
整
を

行
う
た
め
の
場
で
す
。
行
政
内
容
あ
る
い
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

終点側から起点側を望む

 

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
は

　「
平
常
時
」
と
「
災
害
時
」
の

境
目
を
な
く
し
、
普
段
使
っ
て

い
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
も

し
も
の
時
に
も
役
立
て
る
と
い

う
新
し
い
防
災
の
考
え
方
で
す
。

一
口
メ
モ

5月11日（月） 午後７時から 北国街道妻入り会館 稲荷町

5月13日（水） 午後７時から 北国街道妻入り会館 岩船町
5月14日（木）〜31日（日）は、新潟県知事選挙の関係で開催しません。

6月 午後７時から 各地区の集会場等

住吉町
石井町1・2区・2丁目
羽黒町1〜5区
鳴滝町1・2区
木折町1・2区
井鼻1〜4区
久田
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注
目
の
事
業

注
目
の
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

議
会
最
前
線

議
会
最
前
線

一

般

質

問

一

般

質

問

視
察
報
告

視
察
報
告

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

令
和
８
年
度
予
算

令
和
８
年
度
予
算



町の課題を調査・研究中町の課題を調査・研究中

　町議会では、町民の皆さまのご意見・ご要望等をお聞きする『議会サロン』を開催します。
担当議員２名が皆さまをお待ちしています。ぜひ、お越しください。

　「いずもざき 議会だより」をより親しみやすく感じていただけるよう、題字デザインを公募いたし
ましたところ、小学生から各世代の方から素晴らしい作品をご応募いただきました。
　厳正なる審査の経過を経て、下記の通り採用作品を決定いたしました。

最優秀賞

選定理由

佐 藤 芳 子 様（神条地区）
出雲崎を象徴する「夕日」や「紙風船」が巧みに取り
入れられ、一目で私たちの町を感じさせるデザインで
す。流麗な筆致には、町民の声に耳を傾ける議会の柔
軟さと躍動感が内包されていて、新時代の「議会だよ
り」の顔としてふさわしいと支持を集めました。

さ       とう      よし       こ

惜しくも採用とはならなかったものの、素晴らしい作品
ばかりでした。全ての応募者に感謝申し上げます。 選考の様子

議会サロンを開催します

議会のこと、町への要望など
ぜひ、この機会にお聞かせください。
顔を見に来ていただけるだけでも
嬉しいです。出雲崎町議会

ホームページ
出雲崎町議会
YouTube

出雲崎町
公式LINE

町議会だよりの題字デザインが新しくなりました！町議会だよりの題字デザインが新しくなりました！

行政視察報告　〜関川村へ視察〜行政視察報告　〜関川村へ視察〜

開催日 時間 場　　所 担当議員
５月23日（土） 午前10時～12時 妻入り会館 髙 桑 佳 子 小 林 玲 子

７月25日（土） 午前10時～12時 ホッと情報館 陽だまり 石 川　 豊 和 田 一 幸

８月22日（土） 午前10時～12時 妻入り会館 高 橋 速 円 北 谷 三 樹

（単位：円）令 和 ７ 年 度   政 務 活 動 費 報 告

※月額5,000円×令和７年度活動月数（12カ月）で交付
　新任議員３名は、月額5,000円×９カ月（令和７年７月〜令和８年３月）で交付

議 員 氏 名 交 付 額
支　出　内　訳

合　計 返 納 金
調査研究費 研修費 資料作成費 資料購入費 事務費

高 橋 速 円 60,000 0 0 0 69,072 11,880 80,952 0
石 川 　 豊 60,000 0 48,680 0 23,932 11,880 84,492 0
和 田 一 幸 45,000 3,000 0 0 12,381 11,910 27,291 17,709
小 林  明 日 香 45,000 0 0 16,800 12,381 21,639 50,820 0
宮 下 孝 幸 60,000 0 0 59,472 0 11,880 71,352 0
中 野 勝 正 60,000 0 0 0 19,872 22,933 42,805 17,195
髙 桑 佳 子 60,000 0 26,400 0 40,272 12,880 79,552 0
小 林 玲 子 60,000 0 0 0 59,472 12,880 72,352 0
北 谷 三 樹 45,000 0 0 0 12,381 45,000 57,381 0
島  明 日 香 60,000 3,000 0 0 18,952 39,859 61,811 0

副議長　石　川　　豊
　去る令和 8 年 2 月 16 日～ 17 日にかけて、柏崎刈羽原発事故想定による避難経路及び避難先状況確
認のため、議員全員で行政視察を行った。
　これは原発事故発生の折、当町の緊急避難先である新潟県関川村へ、複合災害（除雪作業を要する冬季）
なども想定して、一般国道を主な経路として実施した。関川村高野防災専門官より、主な避難先を案内
されて説明を受けた。冬季時期に視察を敢行したが、長距離による避難時間がかかること、内陸に位置
するため底冷えのする寒さ等、原発事故避難のあり方について課題を残す結果となった。

北谷三樹
避難者用の備蓄は、時期や状況で必要
なものや量が大きく異なるから、すべ
てを用意することは難しいのですね。

小林玲子
慣れない場所での避難生活は大変であ
ると感じた。防災に対する知識を深め
るとともに、日頃からの備えが重要だ
と改めて感じました。

中野勝正
防災専門官の仕事は、どのような実
務をされているのですか。

小林明日香
出雲崎町とは比べ物にならない雪と
寒さ、避難先で唯一畳の和室がある
「ふれあいど〜む」は本当に有難い。
村に温泉が５つあることも厳冬期は
救いだと感じた。
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皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
２
０

２
５
年
「
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
街
ラ
ン

キ
ン
グ
」で
、出
雲
崎
町
が
全
国
第
６

位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。町
の
手
厚
い

支
援
に
加
え
、
海
と
山
が
織
り
な
す

独
特
の
風
土
こ
そ
が
最
大
の
魅
力
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
海
の
豊
か
な
表
情
と
小
木
ノ

城
山
か
ら
望
む
四
季
折
々
の
里
山
の

風
景
は
、
人
の
暮
ら
し
や
価
値
観
に

深
く
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
育
ま
れ
た
助
け
合
い
の

文
化
や
顔
の
見
え
る
関
係
は
、
都
市

に
は
な
い
安
心
感
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

　
町
民
は
郷
土
へ
の
誇
り
を
持
ち
、

歴
史
や
魅
力
を
自
分
の
言
葉
で
語
り

ま
す
。そ
の
姿
が
人
を
惹
き
つ
け
、

「
こ
こ
に
帰
り
た
い
」と
思
わ
せ
る
力

と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
今
回
の
評
価
は
、
行
政
と
町
民
の

想
い
が
重
な
っ
た
成
果
で
あ
り
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
を
示
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。（

和
田
一
幸
） 
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んみ な の 声

インタビューしました！
宮 崎  有 希 さん  
みや ざき   ゆう   き 
いずもざき合唱団

出雲崎の人はみんな歌が好き！
一緒に歌おう！

　新
年
度
予
算
で
学
校
給
食
の
無

償
化
補
助
が
決
定
し
ま
し
た
。
学

校
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
日
々
の
楽
し
み
で
あ
る
と
同
時

に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
を
安
定
し
て
提
供
す
る
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
特
に
地

元
食
材
を
取
り
入
れ
た
献
立
や
、

季
節
感
を
大
切
に
し
た
メ
ニ
ュ
ー

は
、
食
育
の
一
環
と
し
て
も
重
要

で
す
し
、
出
雲
崎
町
の
給
食
は
全

国
的
に
見
て
も
か
な
り
充
実
し
て

い
ま
す
。

　献
立
表
を
拝
見
す
る
と
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

日
々
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
に
心
か
ら

子
ど
も
達
の
た
め
に
考
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　今
回
の
無
償
化
は
、
タ
ダ
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
生
産
者
さ
ん

や
栄
養
士
さ
ん
、
調
理
員
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
町
の
財
源
の
地
域
全

体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守

る
取
り
組
み
と
も
い
え
る
と
思
い

ま
す
。

　食
の
大
切
さ
や
地
域
の
つ
な
が

り
に
つ
い
て
、
子
ど
も
達
だ
け
で

な
く
私
た
ち
み
ん
な
で
考
え
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

（
文
責

　和
田
一
幸
）

なぜ出雲崎で合唱部を始めようと思ったのですか？
　小学生の頃出雲崎のイベントで、夕日の美しい景色の中、
演奏をしている姿に感動して吹奏楽に入部したのがきっか
けで演奏や歌が大好きに　なりました。帰郷して合唱をや
りたかったのですが、この町に合唱団がなかったので作
りたいと思いました。
Ｕターンしてすぐに作るつもりでしたが、３人目
を妊娠したため落ち着いてからということで去年
から開始しました。

合唱部の今後の展望は何ですか？
　出雲崎の人は歌が好きだと思うので、歌いたい人が気持
ちよく歌える場所になりたいです。レベルの高さを目指す
のではなく、気軽に参加できる環境を作り、最終的にはハモっ
たり発表会に出られるようになりたいです。子ども大人ともに歌っています。見学・入部大歓迎です！

小木之城山展望台でトランペット演奏されていましたが、どうでしたか？
　最高に気持ちよかったです。山頂での楽器演奏や歌がこんなにマッチするとは思わなかったです。みん
なにやってほしいし、小木之城山で演奏会などできたら素敵だと思います。

町への要望を教えてください。
　素晴らしい出雲崎の魅力がまだまだ伝えきれていないと思います。
　競り市を一般の方も見学出来るようにしたり、町外者向けプレミアム商品券作成など町外の方が出雲崎
に訪れやすい環境をつくって活気ある町にしてほしいです。

いずもざき合唱団練習風景

小木ノ城山で
トランペット演奏


